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fすくすくコホートJ鳥取研究グループの取り組み
一鍵となるのは「社会性J-
石田開
科学技術振興機構社会技術研究開発センター/鳥取大学産官学連携研究員
53 
「日本における子供の認知・行動発達に影響を与える要自の解明J(愛称「すくすくコホートJ)
は、社会技術研究開発センターが推進する発達コホート研究プロジェクトであり、その一部を
受託研究として、鳥取大学のチームが担っている。この研究は、小児科学、発達心理学、神経
科学、社会医学、統計学などの専門家が集い、日本の子どもの発達一一特に社会性の一ーにつ
いて調べ、それに寄与する社会的、物理的環境を解明しようという、一大学際プロジ、エクトで
あるO 現在、鳥取、三重、大販のそれぞれ一部地域が調査対象となっており、そこで調査を遂
行するグループおよび、それを支援するラボグループによりプロジェクトが構成されている。
本稿では、鳥取大学を拠点とした烏現研究グループ(注1)での研究活動の一部をご紹介する
とともに、その活動を取り巻く諸々の状況についても触れたい。
鳥取研究グループの研究活動
鳥取研究グループでは現在、就学前の幼児を主な対象として、調査を遂行中であるO 調査項
自は、(1)保護者への質問紙項目(毘産期の状況、子どもの行動評定、親の社会経済地位などの
家麿環境にかかわる項目など)、 (2)小児科医による観察(内容としては幼児の健診に準拠して
いる)、 (3)同年齢向性小集団での遊び場面の観察と多岐に渡るO 昨年(平成17年度) 5歳児100
名あまりを募集、各協力児が5歳の誕生官を迎えるころに、保護者による質問紙への回答およ
び観察室における協力児の観察を行った。その子どもたちが今年度(平成18年度)に6歳を迎
えているわけだが、昨年度と同様の調査を閉じ子どもたちに対して行っている。加えて今年度、
6歳児の一部に対しては、本プロジェクトの神経科学的側面を代表するものとして、 MRI(核
磁気共鳴酉像)装置を用いた脇各部位の形態・容績測定をも行っているO 本稿ではその中で、
(3)遊びの観察について、これまでに見られていることを簡単にご紹介したい。
遊び場面の観察は、向性同年齢の4人の子どもとそれぞれの保護者とを集めて行われる(注
2)。観察場面は、最初保護者(多くは母親)と子ども同室で、開始後早々に保護者は退室する。
遊びは約40分間であり、その時開の大半で、成人女性(保育士あるいはそれに準ずる者)が遊
びを教示するO 遊びは、保護者と子どもとによる身体的遊び、絵本の読み開かせ、日本の伝承
遊び (1あぶくたったJ)、キャンディの配分および、それらの関に挿入される子どもだけの自
由場面などからなる o (遊び場面の設定と5歳児における結果については、石田ら (2006)参照。)
これらの遊び場面観察(特に fあぶくたったj場面での子どもの振る舞い)から見えてきた
ことは、社会性の下位要素として、先導的あるいは主役的に振舞える能力と集屈の中で地の子
どもと同調する能力という 2つが重要で、あること、また、遊びに対して子どもが楽しさを感じ
るには、問調的経験だけではなく、主役的先導的経験が必要であるということである O 前者は、
他の文化における先行研究(たとえばRydell， Hagekull， and Bohlin， 1997) とも合致するもの
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4
石
田
　
開
；
「
す
く
す
く
コ
ホ
ー
ト
」
鳥
取
研
究
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
で
、
今
後
、
こ
の
2
つ
の
要
素
を
測
る
の
に
よ
り
適
し
た
遊
び
場
面
の
設
定
が
望
ま
れ
る
。
一
方
後
者
の
観
点
は
、
こ
ど
も
に
と
っ
て
「
主
役
と
な
れ
る
場
面
」
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
の
研
究
が
保
育
や
教
育
の
場
面
に
対
し
て
提
言
で
き
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
前
者
の
観
点
と
共
に
、
今
後
よ
り
精
査
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
本
研
究
で
用
い
て
い
る
観
察
室
に
は
、
観
察
場
面
で
の
子
ど
も
達
の
様
子
を
と
ら
え
る
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
共
に
、
赤
外
線
式
の
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
特
殊
な
装
置
が
発
し
た
赤
外
線
を
反
射
す
る
マ
ー
カ
ー
を
子
ど
も
に
装
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
観
察
室
内
で
の
子
ど
も
の
位
置
を
常
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
稼
動
し
始
め
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
今
後
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
統
計
学
な
ど
他
グ
ル
ー
プ
の
専
門
家
と
の
連
携
の
も
と
、
子
ど
も
が
遊
び
観
察
場
面
で
示
す
「
社
会
性
」
の
一
部
を
切
り
出
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
シ
ス
テ
ム
が
と
ら
え
ら
れ
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
観
察
時
間
内
の
各
時
点
で
と
っ
た
位
置
（
お
よ
び
そ
こ
か
ら
計
算
さ
れ
る
移
動
速
度
や
移
動
運
動
量
）
で
あ
り
、
直
接
に
子
ど
も
の
社
会
性
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
通
常
は
人
の
目
に
そ
の
測
定
を
頼
る
こ
と
の
多
い
「
社
会
性
」
の
、
少
な
く
と
も
一
部
の
側
面
に
つ
い
て
、
「
冷
た
い
機
械
の
目
」
で
測
定
し
、
そ
れ
を
人
間
に
よ
る
評
定
と
付
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
と
き
と
し
て
「
い
い
加
減
な
」
（
し
か
し
血
の
通
っ
た
）
人
の
目
に
客
観
的
、
量
的
な
根
拠
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
地
域
と
の
連
携
　
以
上
の
よ
う
な
鳥
取
研
究
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
全
て
、
「
す
く
す
く
コ
ホ
ー
ト
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
成
す
る
他
の
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
社
会
技
術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
遂
行
さ
れ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
構
成
メ
ン
バ
ー
は
実
に
様
々
な
分
野
の
専
門
家
で
あ
り
、
そ
の
関
心
は
常
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
中
で
も
、
限
ら
れ
た
資
源
（
協
力
者
に
対
し
て
許
容
さ
れ
る
負
担
、
研
究
者
等
の
人
的
資
源
お
よ
び
研
究
予
算
と
い
う
経
済
的
資
源
）
を
最
大
限
生
か
す
べ
く
、
各
専
門
家
が
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
調
査
項
目
が
、
質
問
紙
、
小
児
科
医
に
よ
る
観
察
、
心
理
的
な
行
動
観
察
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
も
関
心
の
多
様
性
ゆ
え
で
あ
り
、
こ
れ
は
少
な
か
ら
ず
協
力
者
へ
の
負
担
と
な
る
が
、
し
か
し
様
々
な
視
点
に
よ
る
資
料
収
集
が
、
子
ど
も
達
の
全
体
像
を
描
き
出
す
こ
と
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
、
こ
の
研
究
が
、
地
域
で
多
く
の
協
力
者
を
募
り
、
安
心
し
て
継
続
的
に
協
力
い
た
だ
く
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
遂
行
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
社
会
の
協
力
が
不
可
欠
と
な
る
。
実
際
、
鳥
取
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
「
鳥
取
子
ど
も
懇
話
会
」
を
組
織
し
て
、
地
域
行
政
、
医
療
、
教
育
保
育
、
大
学
の
担
当
者
、
専
門
家
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
協
力
者
の
募
集
（
昨
年
度
の
5
歳
児
の
募
集
は
、
主
に
地
域
の
保
育
園
、
幼
稚
園
を
通
じ
て
行
っ
た
）
や
研
究
の
広
報
を
目
的
と
し
た
「
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
な
ど
に
対
し
て
、
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
こ
こ
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
と
は
い
え
こ
の
場
合
も
や
は
り
、
協
力
す
る
側
の
関
心
を
満
た
す
側
面
が
必
要
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
］
は
、
研
究
広
報
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
発
信
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
（
同
様
の
活
動
は
、
三
重
と
大
阪
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
）
　
以
上
の
よ
う
に
、
地
域
で
調
査
に
あ
た
る
研
究
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
擁
i
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
お
よ
び
調
査
遂
行
を
支
え
る
地
域
の
3
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
を
持
っ
て
研
究
に
関
わ
っ
て
い
る
。
幼
児
に
お
け
る
社
会
性
の
軸
と
し
て
先
に
2
点
挙
げ
た
が
、
研
究
遂
行
に
関
わ
る
大
人
の
側
も
、
3
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
追
求
し
な
が
ら
（
つ
ま
り
あ
る
場
面
で
主
役
に
な
っ
て
先
導
し
な
が
ら
）
も
、
子
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
i
要
　
第
3
号
　
2
0
0
7
年
1
月
5
5
ど
も
を
中
心
と
し
た
社
会
の
福
祉
を
共
通
目
標
と
し
て
協
調
す
る
（
他
者
と
同
調
す
る
）
こ
と
が
、
こ
の
研
究
の
成
功
に
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
思
え
ば
、
子
ど
も
の
社
会
性
を
測
る
な
ど
と
は
何
と
も
大
そ
れ
た
話
で
は
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。
注
1
　
鳥
取
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
小
枝
達
也
（
鳥
取
大
学
地
域
学
部
地
域
教
育
学
科
）
以
下
、
田
丸
敏
高
・
寺
川
志
奈
子
・
関
あ
ゆ
み
（
以
上
、
鳥
取
大
学
地
域
学
部
地
域
教
育
学
科
）
・
小
林
勝
年
（
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
）
、
石
田
開
、
竹
内
亜
理
子
（
鳥
取
大
学
地
域
学
部
）
、
植
木
綾
子
（
倉
吉
総
合
看
護
専
門
学
校
）
の
研
究
メ
ン
バ
ー
と
、
そ
の
ほ
か
研
究
補
助
に
関
わ
る
人
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
注
2
　
4
人
組
で
の
遊
び
場
面
観
察
は
、
誕
生
日
の
近
い
同
性
の
子
ど
も
を
観
察
室
に
集
め
て
行
わ
れ
る
。
幼
児
な
の
で
当
然
保
護
者
同
伴
で
の
来
室
と
な
る
。
協
力
者
の
約
半
数
は
、
保
護
者
も
し
く
は
子
ど
も
自
身
の
多
忙
の
た
め
、
観
察
日
程
の
都
合
が
つ
か
ず
1
組
だ
け
で
の
来
室
と
な
り
、
小
集
団
で
の
観
察
を
あ
き
ら
め
た
。
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